
 

 

 

情報収集衛星に係る経費の 

平成２７年度補正予算案及び平成２８年度政府予算案 
 

平成 27 年 12 月 24 日 

内 閣 官 房 
 

１．平成２７年度補正予算案の概要 

（１）情報収集衛星光学７号機の打上げ用ロケットの製造・検査工程の前倒しを実施

し、検査工程の時間を十分に確保することで、検査体制を強化し、確実なロケッ

トの打上げを行う。 

（２）情報収集衛星光学７号機及びレーダ６号機の開発に必要な部品・材料等の早期

調達を行い、試験を早期に実施することで、開発工程における重要な品質の問題

等を早期に把握・解決し、工程の遅延リスクを低減する。 

（３）GEOINT 基盤データの早期の整備となりうるテロ対策用等の人文地理データを

先行的に取得し、内閣衛星情報センターの分析に資するとともに、同データを省

庁間でも共有する。 

 
 

２．平成２８年度政府予算案の概要 

従来の４機体制では、撮像頻度の制約等の課題があることから、撮像時間の多様

化及び撮像頻度の向上のため、情報収集衛星の機数増を行う。具体的には、関心対

象の発見、識別及び詳細監視のための「基幹衛星」４機（従来の４機体制に相当）

に、関心対象の動態的な監視のための「時間軸多様化衛星」４機及びデータ中継衛

星２機を加え、合計１０機の整備の計画について検討する。このような方針の下、

以下の主要施策を実施する。 

（１）光学多様化１号機の開発に着手する。 

（２）基幹衛星としてのレーダ８号機の開発に着手する。 

（３）各種情報を融合・処理した地理空間情報（GEOINT）の基盤整備に着手する。 

（４）情報収集衛星システムの機能・性能の抜本的向上のため、短期打上型小型衛星

を含む実利用を目指した重要技術の先行研究開発を拡充・強化する。 
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３．平成２７年度補正予算案及び平成２８年度政府予算案の内訳 

平成２７年度補正予算案及び平成２８年度政府予算案の内訳は以下のとおり。 

(単位：億円) 

経 費 区 分 
平成27年度 

予 算 額 

平成27年度 

補正予算案 

平成28年度 

政府予算案 

対前年度 

比較増減 

(１) 情報収集衛星の運用等 １４６ ０ １４１ ▲５ 

(２) 光学６号機、レーダ５、６号 

  機の開発 
２７６ ２０ ２４９ ▲２６ 

(３) 光学７号機の開発 ６８ ６９ ６６ ▲３ 

(４) 光学８号機の開発 ２１ ０ ２８ ６ 

(５) レーダ７、８号機の開発 １２ ０ ２６ １４ 

(６) データ中継衛星の開発 １４ ０ ４６ ３２ 

(７) 光学多様化１号機の開発 － ０ ２ ２ 

(８) 実証衛星の運用 ９ ０ ８ ▲１ 

(９) 光学５号機の開発 ８ ０ ０ ▲８ 

(10) レーダ予備機の開発 ４ ０ ０ ▲４ 

(11) 大型光学センサ地上実証 ２２ ０ ０ ▲２２ 

(12) 地理空間情報（GEOINT）基盤 

  整備等 
－ ９ ４ ４ 

(13) 衛星技術の調査研究等 ３５ １ ４９ １５ 

合  計 ６１４ １００ ６１９ ５ 

（注）四捨五入のため、必ずしも合計が一致するわけではない。 
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研究・開発及び打上げスケジュール 

※ 平成28年度予算案時点での見通しであり、今後、変更が生じ得る。 3




